
柔軟な運用や施設の改良によるダムの有効活用の事例が積
み重ねられつつある。

○厳しい財政制約などの状況の中、トータルコストを抑制しつつ、既存ストックを有効活用することが重要。
○これまで、治水・利水の課題に対処するために河川の特性に応じてダムを整備してきており、長期にわたって有効に、
かつ持続的に活用を図ることが重要。
○既設ダムの有効活用の実施事例が積み重ねられつつあり、また、既設ダムの有効活用を支える各種技術が進展。
○近年も毎年のように洪水・渇水被害が発生。気候変動の影響による水害の頻発化・激甚化や渇水の増加が懸念。
⇒ 流域の特性や課題に応じ、ソフト・ハード対策の両面から、既設ダムの長寿命化、効率的かつ高度なダム機能の維
持、治水・利水・環境機能の回復・向上、地域振興への寄与など、既設ダムを有効活用する「ダム再生」を推進する。

＜柔軟な運用の事例＞

・洪水発生前に、利水容量の一部を事
前に放流し、洪水調節に活用。
・現在13のダムで実施中

事前に放流
洪水調節

○既設ダムを有効活用するダム再生の取組をより一層推進するための方策を示す「ダム再生ビジョン」を策定。
○ビジョン策定にあたって、有識者からなる「ダム再生ビジョン検討会」 （委員長：角哲也京都大学教授）を開催。
※平成２９年１月２５日に発足し、５月までに公開で３回開催。検討の過程において、関係機関から意見を聴取。

「ダム再生ビジョン」の策定

＜鶴田ダム再開発事業での新技術（浮体式仮締切）＞
ダムを運用しながらドライ空間を確保するため、鋼製の仮締切設備を
台座を造らずに貯水池に浮かせながら、一括設置する工法。

大水深での大口径の堤体掘削、レーダー雨量計の高性能化な
ど、既存ダムの有効活用を支える各種技術が進展。

※幾春別川総合開発事業

ダム再生ビジョンの概要

＜施設改良の事例＞

増加分 ［堤体のかさ上げ］
少しの堤体のかさ
上げにより、
ダムの貯水能力を
大きく増大

いくしゅんべつがわ



○既設ダムを有効活用するダム再生は、堤体のわずかなかさ上げで貯水容量を大きく増加することや、短い期間で経済的
に完成させ、早期に効果を発揮するなどの特長を有し、効果的。

•堆砂対策や最新技術の導入等により、施設の長寿命化や治水・利
水機能の回復・向上がダムを運用しながらでも可能

•利水容量を洪水調節に活用するなど、運
用改善だけで新たな効果を発揮

•堤体のわずかなかさ上げで貯水容量を大
きく増加することが可能

•新たな水没地を生じさせずに機能向上を図るなど、水没地等の社
会的コストや環境負荷を抑制

洪水発生前に、利水容量の一部を事前に放
流し、洪水調節に活用

堤体を少しかさ上げ（約２割増）することで、ダム
の総貯水容量は約６割増加。

•短い期間で経済的に完成させ、早期に効果を
発揮

＜利水容量の洪水調節への利用＞

事前に放流

洪水調節

＜鹿野川ダム改造＞ ＜鶴田ダム再開発＞

ダムを運用しながら、施設を改良

＜鶴田ダム再開発＞

平成18年の水害を受け、再開発事業に着手し、
10年で効果を発揮

［放流設備の増設］
死水容量等を活用す
ることにより、洪水調
節容量等を増大

水深約30ｍの
トンネル洪水吐呑口部工事

鹿野川ダム

ダム再生ビジョンの概要

＜新桂沢ダム＞

総貯水容量：６割増堤高：２割増



（４）高機能化のための施設改良

施設改良によるダム再生を推進する調査に着手

ダム洪水調節機能を十分に発揮させるため、流下能力不足によりダ
ムからの放流の制約となっている区間の河川改修等の重点的実施
放流能力を強化するなどのダム再開発と河道改修の一体的推進
代行制度を創設し、都道府県管理ダムの再開発を国等が実施
「ダム再開発ガイドライン（仮称）」の作成、各種技術基準の改定等
施設改良にあたって比較的早い段階から関係団体と技術的意見交換

ダム群再編・ダム群連携の更なる推進、複数ダムが設置されている水
系において、工事中の貯水機能の代替として他ダムの活用を検討
既存施設の残存価値や長寿命化による投資効果の評価手法の研究
ダム管理の見える化、リスクコミュニケーション

（３）施設能力の最大発揮のための柔軟で信頼性のある運用

（２）維持管理における効率化・高度化
維持管理の高度化に必要な設備等の建設段階での設置を標準化
i-Constructionの推進により、建設生産システムの効率化・高度化を
図り、建設段階の情報を維持管理で効果的・効率的に活用
水中維持管理用ロボット、ドローン、カメラ等を用いた点検の推進
不測の事態における操作の確実性向上等へ遠隔操作の活用を検討

（７）河川環境の保全と再生

（５）気候変動への適応（１）ダムの長寿命化

事前放流や特別防災操作のルール化に向けた総点検

事前放流等で活用した利水容量が十分に回復しない場合における利
水者への負担のあり方の検討、利水者等との調整
ゲートレスダムにゲートを増設するなどの改良手法や運用方法の検討
将来の再開発が容易に行えるような柔軟性を持った構造等の研究
計画を超える規模の渇水を想定した対応策の研究
洪水貯留パターンなど長期的変化への適応策の研究

河川環境改善に関する施策について、効果の検証と河川環境の更な
る改善手法の調査・研究
総合的な土砂管理を推進する体制の構築

（８）ダムを活用した地域振興

既存制度の運用改善の検討、水源地域活性化のための取組推進
水力エネルギーの更なる活用が地域活性化に活かされる仕組の検討

（９）ダム再生技術の海外展開
ダム改造技術や堆砂対策技術などダム再生技術の海外展開
既存組織の活用や制度の拡充を含めた推進体制構築の検討

（１０）ダム再生を推進するための技術の開発・導入

先端的な技術の開発・導入、官民連携した技術開発の推進
他分野を含め最新技術の積極的導入
人材確保・育成、技術継承などのあり方、大学等との連携を検討

ダム再生ビジョンの概要

ダム湖への流入量予測精度向上等の技術開発・研究

洪水調節容量の一部を利水に活用するための操作のルール化に向
けた総点検

複数ダム等を効果的・効率的に統合管理するための操作のルール化
の検討

堆砂状況等に応じた対策の推進、新たな工法の導入検討

複数ダムが設置されている水系において、工事中の貯水機能の代替
として他ダムの活用を検討
長寿命化計画の策定・見直し、機械設備等の計画的な保全対策

これまで実施してきた取組をより一層加速し、ダム再生を推進する上での課題を踏まえ、ダム再生を発展・加速

（６）水力発電の積極的導入

治水と発電の双方の能力を向上させる手法等の検討や、洪水調節容
量の一部を発電に活用するための操作のルール化に向けた総点検
「河川管理者と発電事業者の意見交換会（仮称）」の設置
ダム管理用発電、公募型小水力発電の促進、プロジェクト形成支援

ダム再生の発展・加速に向けた方策


